
〈俳句・川柳10句〉関根悠介 

【俳句】 
「惷愚」 

蜆しずかに午後の不安を眺め 

雉となり雉とたわむる日暮れかな 

ゆきどけやただ土に手のひらをつく 

鳥さかる背の貧しさのくずれゆく 

春光を輪切りにしてしまいました 

【川柳】 
「田中恭吉」 

遺伝子を診られ羞恥のサムゲタン 

ゆうれいに掃除を頼む五時五分 

からっぽになるとかがみにじぶんの手 



まぼろしをさわる欲求不満妻 

まんてんの星空ストローで吐き出す


